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平識　善貞 

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
と
言
わ
れ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
始
め
て
か
ら
３
年
余
と
な
る
。

毎
日
、
朝
の
40
分
と
昼
休
み
の

30
分
間
は
健
康
の
た
め
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
る
。 

今
年
の
４
月
か
ら
、
嘉
手
納
防
衛
施
設
事
務
所
勤
務
と
な

り
、
昼
休
み
に
は
嘉
手
納
の
町
を
く
ま
な
く
散
策
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
事
務
所
を
出
て
新
町
通
り
を
西
に
行
く
と
嘉

手
納
漁
港
に
出
る
。
比
謝
川
沿
い
の
遊
歩
道
を
西
に
行
く
と

比
謝
川
の
河
口
に
行
き
着
く
。
こ
の
辺
り
は
水
釜
集
落
の
北

端
で
、
外
人
向
け
住
宅
、
ア
パ
ー
ト
、
住
宅
地
内
の
墓
地
が

多
く
見
ら
れ
る
。 

　
東
に
進
む
と
遊
歩
道
は
比
謝
川
大
橋
、
比
謝
橋
を
通
り
屋

良
城
址
公
園
ま
で
続
く
。
比
謝
川
大
橋
か
ら
２
０
０
メ
ー
ト

ル
程
の
所
に
行
く
と
５
、
６
メ
ー
ト
ル
程
の
落
差
の
あ
る
滝

が
あ
る
で
は
な
い
か
。
嘉
手
納
町
に
滝
が
あ
る
と
は
聞
い
た

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
ま
た
大
発
見
で
あ
る
。
し
か

し
、
ど
う
も
こ
の
滝
は
雨
の
日
に
し
か
見
ら
れ
な
い
よ
う
で

あ
る
。
比
謝
橋
を
過
ぎ
る
と
木
々
は
萌
葱
色
（
も
え
ぎ
い

ろ
）
に
染
ま
り
、
野
鳥
の
さ
え
ず
り
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
水

鳥
が
川
面
を
舞
台
に
優
雅
に
ダ
ン
ス
を
し
て
い
る
。
自
然
の

息
吹
が
こ
こ
に
あ
る
。
こ
こ
は
「
や
す
ら
ぎ
の
道
」
と
名
づ

け
た
い
。 

　
間
も
な
く
し
て
遊
歩
道
の
終
着
点
で
あ
る
大
川
按
司
の
居

城
が
あ
っ
た
所
と
言
わ
れ
、
ま
た
、
我
が
カ
ッ
チ
ン
（
勝

連
）
の
阿
麻
和
利
生
誕
の
グ
ス
ク
（
城
）
と
も
言
わ
れ
て
い

る
屋
良
城
址
公
園
に
着
く
。
展
望
台
か
ら
見
る
公
園
中
央
の

池
の
丸
い
緑
の
藻
は
リ
ー
フ
上
の
緑
の
テ
ー
ブ
ル
珊
瑚
の
よ

う
で
眺
め
を
楽
し
め
る
。
公
園
か
ら
町
営
屋
良
団
地
に
抜
け

る
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
間
は
木
々
に
囲
ま
れ
た
緑
の
ト
ン

ネ
ル
と
な
っ
て
霊
場
的
雰
囲
気
が
あ
る
。
苔
で
黒
く
な
っ
た

崖
の
上
の
白
い
鍾
乳
石
は
ま
る
で
仏
様
が
座
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
ド
キ
ッ
と
す
る
。
お
も
わ
ず
合
掌
、
御
利
益
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
今
日
も
次
な
る
未
知
と
の
遭
遇
・
発
見
を

求
め
て
ワ
ク
ワ
ク
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
ま
す
。
嘉
手

納
町
の
良
い
と
こ
ろ
を
知
り
尽
く
す
ま
で
。 

（
嘉
手
納
防
衛
施
設
事
務
所
長
） 

総
務
部
会
計
課
　
宮
國
　
さ
き
え 

駐留軍等労働者募集 



（3）平成19年５月１日 （2）平成19年５月１日 那覇防衛施設局広報 那覇防衛施設局広報 第97号 第97号 

沖縄県民の方々 
137万人 

施設局職員 
460人 

米軍人・軍属 
そして家族の方々 

5万人 

沖縄県民の方々 
137万人 

施設局職員 
460人 

米軍人・軍属 
そして家族の方々 

5万人 

信頼の 
トライアングル 
信頼の 
トライアングル 

米軍が使用した飛行場について 
　沖縄県内の米軍基地は、終戦前の米軍上陸後施設の建設が行われ、その歴史的背景から全国の米軍専

用施設の約74％が沖縄に所在しており、県民の方々の生活に様々な影響が生じています。こうした県民

の皆さんの負担を軽減するため、米軍基地の整理・統合・縮小に取り組んでいるところです。 

　本号では、沖縄において米軍が使用した飛行場の変遷などについて紹介します。掲載にあたっては当

局資料のほか沖縄県や市町村などの資料を参考にさせていただきました。 

伊江島補助飛行場（伊江村） 

　第二次大戦の末期頃、旧日本軍により三本の滑走路を含む飛行場

が完成したが、その機能を果たさないまま日本軍自らの手により破

壊された。昭和20年、米軍は伊江島を占領後、引き続き飛行場と

して整備し使用した。現在は、補助飛行場、訓練場等として使用さ

れており、西側区域に簡易舗装（コーラル敷）の滑走路、中央部に

は旧滑走路がある。また、島の中央部には民間の伊江島空港がある。 

ボロー・ポイント射撃場（ボロー飛行場）（読谷村） 

　昭和20年、米軍は占領後まもなく飛行場（ボロー飛行場と称さ

れた）を建設し使用していたが、その後、嘉手納飛行場や読谷補助

飛行場が整備・拡張されたことにより、演習場として使用されるよ

うになった。復帰後は大部分が返還され、昭和52年には瀬名波通

信施設に名称変更され、平成８年のＳＡＣＯ合意により、昨年９月

に返還された。 

本部補助飛行場（本部町） 

　昭和20年、米軍は本部半島を占領し、まもなく字山川、字豊原、

字北里等の地域に飛行場を建設した。その後は、弾薬の集積場とし

て使用され、後年には海兵隊のヘリコプターや戦車等の演習地とし

て使用されたが、復帰前に返還された。この地域には滑走路（1,500 

ｍ×50ｍ）、誘導路及び駐機場等が建設されていた。 

キャンプ・ハンセン（キャンプ地区）（金武町） 

　昭和20年、米軍は占領と同時に現在のキャンプ地区に本土攻撃

用の飛行場を建設した。その後、米軍の飛行練習場として使用され

ていたが、昭和32年に海兵隊の沖縄移駐に伴い兵舎等が建設され、

更に昭和34年には山手の土地を訓練場として使用し現在に至って

いる。 

泡瀬通信施設（沖縄市） 

　昭和20年、米軍は占領と同時に当該地域の一部に飛行場（滑走

路長1,524ｍ）を建設し、終戦まで本土進攻のための前線基地とし

て使用した。戦後は通信施設として整備されたが、昭和40年から

返還が始まり大部分は返還され、現在は米海軍が通信施設として使

用している。 

普天間飛行場（宜野湾市） 

　昭和20年、米軍は占領と同時に本土攻撃の前進基地として飛行

場を建設した。その後、拡張・整備され現在の規模（2,740ｍ×45

ｍ）となった。本飛行場は、キャンプ・シュワブ沿岸部に代替施設

を建設し返還されることになっている。 
小那覇飛行場（西原町） 

　昭和19年、旧日本軍によって西原町小那覇集落の東側

に飛行場建設が着手されたが、米軍の爆撃を受け建設は中

止された。戦後、飛行場は米軍により拡張・整備され約10

年間使用された。 

読谷補助飛行場（読谷村） 

　昭和19年旧日本軍が北飛行場として建設したが、昭和20年の米

軍占領により、米軍機の離発着訓練、パラシュート降下訓練等とし

て使用された。平成８年のＳＡＣＯ合意により、パラシュート降下

訓練が伊江島補助飛行場へ移転された後、昨年12月に返還された。 

キャンプ瑞慶覧（ハンビー飛行場）（北谷町） 

　昭和20年、米軍は上陸と同時にこの地域を占領し、終戦後に滑

走路（1,053ｍ×30ｍ）を建設し飛行場として使用された。同飛

行場は、昭和49年の第15回日米安全保障協議委員会で返還が了承

され、昭和56年に返還された。 

牧港補給地区（浦添市） 

　旧日本軍により仲西飛行場として建設されたが、米軍占領後は補

給基地として、小湾から港川にかけて倉庫等が建設された。 

　現在、牧港補給地区として主に倉庫地区、隊舎地区、住宅地区が

所在している。 

那覇海軍航空施設（那覇市） 

　戦前から旧日本海軍の小禄飛行場及び民間飛行場として共同使用

していたが、昭和20年、米軍は沖縄占領と同時に本土進攻のため

同飛行場を使用した。米軍によって滑走路（2,438ｍ×46ｍ）、誘

導路、駐機場、格納庫、その他附帯施設が建設されたが、返還（昭

和47年～50年）と同時に殆どが運輸省（現国土交通省）及び自衛

隊に引き継がれて、現在は双方で共同使用している。 

返還 返還 

返還 返還 

返還 返還 

返還 返還 

返還 返還 

返還 返還 

　昭和19年、旧日本軍が中飛行場として建設したが、昭和20年、

本島に上陸した米軍は同飛行場を占領し、本土攻撃の前進基地とし

て拡張・整備した。現在は、米空軍第18航空団が管理する飛行場

として、二本の滑走路（3,700ｍ×90ｍ及び3,700ｍ×60ｍ）を

使用している。 

嘉手納飛行場（嘉手納町・沖縄市・北谷町） 
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壊された。昭和20年、米軍は伊江島を占領後、引き続き飛行場と
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平成19年度 

　
去
る
３
月
30
日
の
深
夜
、
救
急
患
者
を
乗
せ
る
た

め
徳
之
島
に
向
か
っ
て
い
た
陸
上
自
衛
隊
第
１
混
成

団
１
０
１
飛
行
隊
（
那
覇
基
地
在
）
所
属
の
Ｃ
Ｈ
―

47
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
徳
之
島
の
天
城
岳
付
近
の
山
中

に
墜
落
し
ま
し
た
。
こ
の
事
故
に
よ
り
機
長
の
建
村

善
知
・
１
等
陸
佐
、
副
操
縦
士
の
坂
口
弘
一
・
２
等

陸
佐
、
整
備
員
の
岩
永
浩
一
・
陸
曹
長
、
整
備
員
の

藤
永
真
司
・
陸
曹
長
、
４
名
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま

し
た
。 

　
島
の
人
々
に
と
っ
て
急
患
輸
送
は
ま
さ
に
命
綱
で

あ
り
、
１
０
１
飛
行
隊
は
24
時
間
体
制
で
そ
の
任
務

に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
命
を
助
け
て
き
ま
し

た
。
隊
員
の
尊
い
犠
牲
に
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。 

■
編
集
後
記 

本
誌
３
月
１
日
発
行
第
95
号
「
防
衛
施
設
概
略
図
」
で
、
海
自
・
浮
原
島

訓
練
場
と
あ
る
の
は
、
陸
自
・
浮
原
島
訓
練
場
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し

て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
こ
の
国
の
政
治

で
は
、
一
応
は
合

理
的
な
決
定
過
程

を
経
た
う
え
で
著

し
く
不
合
理
な
結

論
が
出
さ
れ
、
そ

れ
を
誰
も
是
正
で

き
な
い
し
、
止
め
ら
れ
な
い
と
い
う
不
幸
な
事
態
が

し
ば
し
ば
起
こ
り
ま
す
。 

　
長
良
川
の
河
口
堰
や
島
根
・
中
海
の
干
拓
、
諫
早

の
ギ
ロ
チ
ン
な
ど
が
分
か
り
や
す
い
例
で
す
が
、
「
ど

う
考
え
て
も
無
茶
だ
ろ
う
」
と
か
「
い
く
ら
何
で
も

あ
り
え
な
い
」
と
か
「
今
ど
き
普
通
や
ら
な
い
だ
ろ

う
」
な
ど
の
感
慨
を
全
国
の
お
茶
の
間
に
引
き
起
こ

す
公
共
事
業
が
長
い
年
月
、
是
正
も
中
止
も
さ
れ
ず

に
生
き
続
け
、
役
所
は
崩
壊
し
た
大
義
名
分
の
つ
じ

つ
ま
合
わ
せ
に
追
わ
れ
る
と
い
う
あ
の
現
象
で
す
。 

　
そ
の
間
、
当
該
地
域
の
住
民
の
心
が
引
き
裂
か
れ
、

国
民
の
税
金
が
無
駄
に
費
や
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
初
の
誤
っ
た
政
治
決

定
に
拘
束
さ
れ
、
不
毛
が
約
束
さ
れ
た
事
業
へ
の
献

身
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
担
当
官
庁
の
公
務
員
も
ま
た
、

十
分
に
不
幸
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
と
言
う
べ
き
で

し
ょ
う
。 

　
そ
こ
で
、
や
は
り
普
天
間
の
県
内
移
設
の
話
で
す
。

決
定
か
ら
10
年
を
経
て
１
ミ
リ
も
動
い
て
い
な
い
事

業
は
、
常
識
的
に
は
根
源
的
な
無
理
が
あ
っ
た
と
考

え
る
べ
き
と
こ
ろ
で
す
。
最
初
の
ボ
タ
ン
の
掛
け
違

え
を
直
さ
な
い
限
り
、
さ
ら
な
る
不
毛
の
10
年
を
繰

り
返
す
こ
と
は
避
け
が
た
く
思
わ
れ
ま
す
。
で
も
、

米
本
国
へ
の
引
き
取
り
を
求
め
な
か
っ
た
故
首
相
を

筆
頭
に
、
決
定
に
携
わ
っ
た
政
治
家
や
上
級
官
僚
は

誰
一
人
責
任
を
問
わ
れ
ず
、
今
か
ら
も
誰
が
責
任
を

取
る
の
か
不
明
瞭
な
ま
ま
、
事
業
が
続
こ
う
と
し
て

い
ま
す
。 

　
北
部
訓
練
場
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
移
設
は
ど
う
か
。
Ｓ

Ａ
Ｃ
Ｏ
の
時
は
「
エ
イ
ヤ
ッ
」
と
勢
い
で
決
め
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
冷
静
に
な
っ
て
考
え
て
み
る

と
、
バ
ス
会
社
が
路
線
の
長
さ
を
半
減
す
る
の
に
バ

ス
停
を
２
倍
に
増
や
す
よ
う
な
珍
妙
な
話
で
す
。
そ

の
う
え
、
乗
客
の
半
分
が
グ
ア
ム
へ
行
っ
て
し
ま
う

と
い
う
再
編
時
代
を
迎
え
る
と
な
れ
ば
、
今
日
ど
ん

な
合
理
性
を
主
張
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。 

　
い
や
い
や
国
交
省
や
農
水
省
な
ん
か
の
公
共
事
業

と
一
緒
に
し
て
も
ら
っ
ち
ゃ
困
る
、
対
米
関
係
と
国

防
は
聖
域
な
ん
だ
か
ら
。
と
、
そ
こ
で
な
ぜ
か
議
論

を
止
め
て
し
ま
う
習
慣
が
、
政
治
家
の
無
責
任
を
助

長
し
、
公
務
員
に
実
り
の
薄
い
仕
事
を
強
い
る
元
凶

だ
と
思
う
の
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

朝日新聞那覇総局 

記者　佐藤　拓 
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